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第１章  総   則 

（目  的） 

第１条 この規則は、大阪モノレール株式会社（以下「社」という。）の旅客の 

運送並びに、これに付帯する業務（以下「旅客の運送等」という。）につい 

て合理的な取扱方を定め、もって利用者の利便と事業の能率的な遂行を図る 

ことを目的とする。 

 

（変  更） 

第２条 社が定める規則は、社会情勢の変化その他の合理的必要性がある場合 

は、契約の目的に反せず、かつ、相当な範囲において、変更できるものとす 

る。 

２ 前項によるこの規則の変更に際しては、変更後の内容と適用開始日を、駅、 

 その他相当の方法であらかじめ公表するものとし、公表の際に定める相当な 

期間を経過した日から適用されるものとする。 

 

（適用範囲） 

第３条 社が経営する軌道による旅客の運送等については、別に社が公示する 

場合を除いて、この規則を適用する。 

２ 他社との連絡旅客の運送については、他社との連絡運輸協定による。 

  

（用語の意義） 

第４条 この規則における用語の意義は、次のとおりとする。 

（１）「駅」とは、旅客の乗降を行うために使用される場所をいう。 

（２）「キロ」又は「キロ程」とは、別表第 1 号に掲げる営業キロ程をいう。 

（３）「旅行開始」とは、旅客が旅行を開始する駅において、乗車券の改札を  

受けて入場することをいう。 

（４）「危険品」とは、別表第 5 号に掲げる物品をいう。 

 

（運賃前払いの原則） 

第５条 旅客が運送等の契約の申込みを行おうとする場合、旅客は、現金をも  

って、所定の運賃を前払いするものとする。 

 ただし、社において特に認めた場合は、後払いとすることができる。 
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（契約の成立時期及び適用範囲） 

第６条 旅客の運送等の契約は、その成立について別段の意志表示があった場合を

除き、旅客が所定の運賃を支払い乗車券等その契約に関する証票の交付を受けた

時に成立する。 

２ 前項の規定によって契約が成立した時以後における取扱いは、別段の定めをし

ない限り、すべてその契約の成立した時の規定による。 

 

（旅客の運送等の制限又は停止） 

第７条 旅客の運送等の円滑な遂行を確保するため必要があるときは、次の各号に

掲げる制限又は停止をすることがある。 

（１）乗車券の発売駅 発売枚数 発売時間 発売方法の制限又は発売の停止 

（２）乗車区間 乗車方法 入場方法又は乗車する列車等の制限 

（３）手回り品の長さ 容積 重量 個数 品目 持込区間又は持込み列車等の制限 

２ 前項の制限又は停止をする場合は、その旨を関係駅に掲示する。 

 

（運行不能の場合の取扱い） 

第８条 列車の運行が不能となった場合は、その不通区間内着となる旅客又はこれ

を通過しなければならない旅客の取扱いをしない。 

  ただし、社が連絡の措置をし、その旨を関係駅に掲示したときは、不通区間は

開通したものとみなして旅客の取扱いをする。 

 

（キロ程）  

第９条 旅客の運送条件をキロメートルをもって定める場合は、営業キロ程によ

る。 

 

（期間の計算方） 

第１０条 期間の計算をする場合は、その初日は時間の長短にかかわらず 1日 

として計算する。 

２ 期間を計算する場合は、24時を経過しても最終列車の営業を終了する時分 

まで（終夜運転の場合は翌朝 5時まで）を当日とみなす。 

３ 期間の計算を行う場合、期間の始期又は終期は次の例による。 

 （例） 

 （１）日単位の場合 

   3日から 4日間とは、3日から 6日まで 

 （２）旬単位の場合 

   イ 6月 7日から 1旬とは、6月 16日まで 
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   ロ 2月 21日から 1旬とは、2月 28日（平年の場合）又は 2月 29日 

（閏年の場合）まで 

（注）旬の期間を計算する場合は、通用期間の開始日に応当する日の前日を旬末

とし、応当する日の前日に該当する日がないときは、月末を旬末とする。 

（３）月単位の場合 

    イ 11月 1日（初日）から 1か月間とは、11月 30日（月の末日）まで 

   ロ 4月 15日から 1カ月間とは、5月 14日まで 

   ハ 11月 30日から 3カ月間とは、2月 28日（平年の場合）又は 2月 29日

（閏年の場合）まで 

（注）月の期間を計算する場合、最終の月に応当日がないときは、その月の末日

が終期となる。 

 

（乗車券等に対する証明） 

第１１条 社において、乗車券等旅客の運送等の契約に関する証票に証明を行 

う場合は、当該証票にその証明事項を記入し、相当の印章を押印する。 

 

（旅客の提出する書類） 

第１２条 旅客の運送等の契約に関して、旅客が社に提出する書類はインキ又 

はボールペンをもって記載し、かつ、特に定めるものを除いては、これに証 

印を押印したものでなければならない。 

２ 旅客が前項の規定による書類の記載事項の一部を訂正した場合は、その訂 

正箇所に、相当の証印を押印するものとする。 

 

（乗車券の購入及び所持） 

第１３条 列車に乗車する旅客は、その乗車に有効な乗車券を購入し、これを 

所持しなければならない。 

 

（車内持込禁止品） 

第１４条 旅客は、次の各号の一に該当する物品は、車内に持ち込むことができ 

ない。 

（１）危険品（爆発質、引火し易いもの。） 

（２）刃物（適切に梱包されたものを除く。） 

（３）死体 

（４）動物（愛がん
．．

用小動物等で容器に入れたもの及び身体障害者補助犬を除く。） 

（５）不潔又は臭気等のため、他の旅客に迷惑を及ぼすおそれのあるもの 
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（６）車内を汚損するおそれのあるもの 

（７）その他係員が駅又は車内持込みに不適当と認めるもの 

（注）別表第 5 号に定める適用除外の物品は、不注意等により内容物が漏れ出

ることがないよう適切な保管対応が行われたものに限って、手回り品と

して車内に持ち込むことができる。但し、揮発油等の可燃性液体そのも

のは、一切、車内に持ち込むことができない。 

 

（車内持込手回り品の範囲） 

第１５条 旅客は、列車等の状況により、運輸上支障を生ずるおそれがないと認め

られるときに限り、3辺の最大の和が 2.5メートル以内で、その重量が 30キロ

グラム以内の物品を、手回り品として車内に 2個まで持ち込むことができる。た

だし、1辺の長さが最大 2メートルを超える物品は車内に持ち込むことができな

い。 

２ 旅客は、前項に規定する制限内であっても、自転車及びサーフボードについて

は、次の各号に該当しない場合は、車内に持ち込むことができない。 

（１）自転車にあっては、解体して専用の袋に収納したもの又は折りたたみ式自転

車であって、折りたたんで専用の袋に収納したもの。 

（２）サーフボードにあっては、専用の袋に収納したもの。 

３ 旅客が、自己の身の回り品として携帯する、かさ、つえ、ハンドバッグ、ショ

ルダーバッグ等は、第 1項に規定する個数制限にかかわらず、車内に持ち込むこ

とができる。 

４ 旅客は、ベビーカーを車内に持ち込むことができる。また、次の各号の一に

該当する犬を無料で車内に同伴することができる。 

（１）身体障害者補助犬法（平成 14年法律第 49号）第 16条第 1項に規定する 

認定を受けた身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬並びに聴導犬）。ただ 

し、同法第 12条に規定された表示を行い、旅客が身体障害者補助犬認定 

証を所持する場合に限る。 

（２）道路交通法（昭和 35年法律第 105号）第 14条第 1項にいう政令で定め 

る盲導犬。ただし、盲導犬がハーネスをつけ、旅客が盲導犬使用者証を 

所持している場合に限る。 

（３）「海外から渡航してくる補助犬使用者への対応ガイドライン」（平成 30 

年 11月厚生労働省社会･援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室） 

に則り、日本における指定法人等の認定を受けた補助犬。ただし、指定 

法人等が発行した表示を行い、旅客が海外補助犬使用者期間限定証明書 

を所持する場合に限る。 

５ 旅客は、車いす（電動式は４輪に限る）又は、ハンドル型電動車いすであっ
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て、第１項に規定する長さ又は重量が制限を超えるときでも、その長さ及び高さ

が 120センチメートル、幅が 70センチメートル以下のものであるときは車内に

持ち込むことができる。 

 

（車内持込禁止品又は範囲外手回り品を持込んだ場合） 

第１６条 社は、旅客が第 14条に規定する車内持込禁止品、又は第 15条に規定す

る持込範囲を越える物品を車内に持込んだ場合は、旅客を最寄の駅に下車させる

ことができる。 

 

（車内持込手回り品の保管及び点検） 

第１７条 車内持込手回り品は、旅客において保管の責任を負うものとする。 

２ 手回り品が第 14条又は第 15条の規定に違反する疑いがあり、車内への持込み

防止その他車内及び乗降場内の保安上の理由により、その旅客の立合いのうえ、

容積、内容について点検することができる。 

３ 旅客に対し、前項の点検の対象者の特定のための協力を求めることがある。 

４ 第２項及び第３項の規定により手回り品の点検を求めた場合、これに応じない

旅客は、前途の乗車をすることができない。点検後の指示に従わない場合も同様

とする。 

５ 前項の場合、旅客に対し、車内又は乗降場からの退去を求めることがある。 
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第２章 乗 車 券 の 発 売 

第１節 通  則 

（乗車券の種類） 

第１８条  乗車券の種類は、次のとおりとする。                  

（１）普通乗車券        片道乗車券（以下「片道券」という。) 

  （以下「普通券」という。）  改札補充券 

（２）定期乗車券        通勤定期乗車券（以下「通勤定期券」という。） 

（以下「定期券」という。）  通学定期乗車券（以下「通学定期券」という。） 

（３）削除         

（４）団体乗車券（以下「団体券」という。） 

（５）貸切乗車券（以下「貸切券」という。） 

                   身体障害者割引乗車券 

                  （以下「身体障害者割引券」という。） 

                   知的障害者割引乗車券 

（６）特殊割引乗車券        （以下「知的障害者割引券」という。 

精神障害者割引乗車券 

                （以下「精神障害者割引券」という。） 

（以下「特殊割引券」        被救護者割引乗車券  

      という。）        （以下「被救護者割引券」という。） 

                   臨時特殊割引乗車券  

                  （以下「臨時特殊割引券」という。） 

 

（乗車券の発売箇所） 

第１９条 乗車券は、駅において発売する。 

  ただし、定期券、団体券、改札補充券及び特殊割引券は、社の指定した駅にお

いて発売するものとする。 

２ 前項に規定するほか、社が臨時に設置した臨時乗車券発売所又は乗車券の発売

を委託した場所において発売することがある。 
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（乗車券の発売範囲） 

第２０条 乗車券は、発売駅から有効な乗車券に限って発売する。ただし、次の各

号の場合は発売駅以外の駅から有効な乗車券を発売することができる。 

（１）定期券を発売する場合 

（２）団体券を発売する場合 

（３）特殊割引券を発売する場合 

（４）前条第 2項の規定により乗車券を委託発売する場合 

 

（乗車券の発売日） 

第２１条 乗車券は、別に定める場合を除き、発売当日から通用となるものを発売

する。 

２ 前項の規定にかかわらず、普通券、定期券、団体券・貸切券の発売日は、次の各

号のとおりとする。 

（１）普通券 

  特に必要と認めるときは、通用開始日の 21日前から有効期限を記載した普通券

を発売することができる。 

（２）定期券 

   新規・継続発売とも通用開始日の 14日前から発売することができる。 

（３）団体券・貸切券 

   団体券又は貸切券は通用開始日の 21日前から発売することができる。 

 

（乗車券の発売時間） 

第２２条 駅における乗車券の発売時間は、その駅に発着する始発列車の乗車に必

要な時刻から終発列車の乗車に必要な時刻までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、定期券については、その発売時間を別に定めること

ができる。 

 

（割引乗車券等の不正使用の場合の発売停止） 

第２３条  運賃割引証によって購入した割引乗車券、運賃割引証又は通学定期券も

しくは通学証明書を、使用資格者が不正使用し、又は使用資格者以外のものに使

用させたときは、使用資格者に対して、これらの乗車券の発売を停止することが

ある。 

 

（運賃割引証が無効となる場合及びこれを使用できない場合） 

第２４条  運賃割引証は、次の各号一に該当する場合は無効として回収する。 

（１）記載事項が不明となったものを使用したとき 
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（２）表示事項を塗消しその他改変したものを使用したとき 

（３）有効期間を経過したものを使用したとき 

（４）有効期間内であっても使用資格を失った者が使用したとき 

（５）記名人以外の者が使用したとき 

２ 運賃割引証は、次の各号の一に該当する場合は使用することができない。 

（１）発行者が、記入しなければならない事項を記入していないもの及び発行者又

は使用者が、必要な箇所に押印していないもの 

（２）記入事項を訂正した場合で、これに相当の証印のないもの 
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第２節 普通券の発売 

（普通券の発売） 

第２５条  普通券は、次の各号によって発売する。 

（１）片道券 

   旅客が、普通運賃計算経路の連続した区間を片道 1回乗車（以下「片道乗

車」という。）する場合に発売する。 
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第３節 定期券の発売 

（通勤定期券の発売） 

第２６条 常時、区間を同じくして乗車する旅客が、定期券購入申込書に必要事項

を記入して提出した場合は、通勤定期券を発売する。 

２ 定期券購入申込書の様式は、社が定める。 

 

（通学定期券の発売） 

第２７条  指定学校の学生・生徒・児童又は幼児が通学するため、常時、区間を

同じくして乗車する場合で次の各号の一に該当する場合は、旅客の居住地最寄駅

と在籍指定学校最寄駅との相互間について、通学定期券を発売する。 

（１）各年度の最初に購入の場合は、次のいずれかによる。 

  イ 在籍する指定学校の代表者が必要事項を記入して発行した通学証明書を提

出したとき。 

  ロ 通学定期券購入申込書に必要事項を記入し、かつ、通学定期券購入兼用学

生証明書を呈示したとき。 

（２）年度内において、引き続き購入の場合は、通学定期券購入申込書に必要事項  

を記入して、もとの通学定期券とともに提出したとき。 

     （注）指定学校とは、次の各号の一に該当する学校をいう。 

      （１）学校教育法第 1条に規定する学校 

          （通信教育部は、社の指定を受けた学校に限る） 

      （２）前号以外の国公立の学校で、社の指定した学校 

      （３）学校教育法第 124及び第 134条に規定する私立学校で、社の指

定した学校 

２ 前項に規定するもののほか、児童福祉法（昭和 22年法律第 164号）第 39条の

規定による保育所で社の指定を受けた保育所の児童及び同法第 39条の 2の規定

による幼保連携型認定こども園の児童が、通学のため、常時、区間を同じくして

乗車する場合は、前項の規定による指定学校の幼児に準じて、通学定期券を発売

する。 

３ 指定学校の学生又は生徒が実習のため、実習場等まで通う場合で、社が必要と

認めるときは、第 1項第 1号のイの規定に準じて、通学定期券を発売する。 

４ 通学定期券の発券と引き換えに回収する通学証明書の有効期間は、発行の日か

ら 1カ月間とする。 

５ 通学証明書を兼ねる定期券購入申込書の様式は、社が定める。 
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第４節 削除 

（削除） 

第２８条  削除 
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第５節 団体券の発売 

（団体券の発売）   

第２９条 一団となった旅客の全員が、発着駅及び経路を同じくし、その全行程を

同一の人員で旅行する場合であって、次の各号の一に該当し、かつ、社が団体と

しての運送の引受けをしたものに対しては、団体券を発売する。 

（１）学校団体 

   イ 次の 1に該当する学校等の学生・生徒・児童等とその付添人及び当該学校

等の教職員（嘱託している医及び看護師を含む。以下同じ。）によって構成さ

れた 25人以上の団体で、当該学校等の教職員が引率するもの。 

ただし、へき地教育振興法（昭和 29年法律第 143号）第 2条に規定するへ

き地学校で市町村教育委員会が証明したものの生徒又は児童の場合は、その

人員が 25人未満のときであっても規則第 53条の割引率を適用してこの取扱

いをする。 

   （イ）指定学校の学生・生徒・児童又は幼児 

   （ロ）児童福祉法第 39条に規定する保育所の幼児及び同法第 39条の 2の規定

による幼保連携型認定こども園の幼児 

   ロ イの付添人は次のものに限る。 

   （イ）幼稚園、保育所、幼保連携型認定こども園の幼児又は小学校第 3学年以

下の児童 1人につき大人の付添人 1人 

   （ロ）障害又は虚弱のため社において付添を必要と認める旅客 1人につき大人

の付添人 1人 

（２）普通団体 

  前号以外の旅客により構成された 25人以上の団体で、責任ある代表者が引率

するもの 

２ 第１項第１号の規定は、次の各号の条件を満たす場合、25 人未満の児童・生徒

の団体についても特例として取扱う。 

（１）1学年の在籍人員が 25人未満の小学校、中学校及び高等学校（指定学校とな

っている外国人学校で日本の小学校、中学校及び高等学校に相当する学校を含

む。）であって、原則として 1学年全員が正規の学校教育活動として参加する場

合に限る。 

   ただし、1学年の在籍人員が 25人以上であっても、やむをえない事由（傷病

等）により、参加する児童・生徒の人数が 25人未満となる場合には、同様の取

扱いをすることができる。 

（２）「盲学校・聾学校・養護学校」及び「小学校・中学校・高等学校に設置された

同様の教育を行う学級」については、構成人員が 25人未満であっても、正規の
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学校教育活動として利用する場合で、社の承認を受けた場合。 

 

（団体旅客運送の申込み） 

第３０条 前条の規定により団体券を購入しようとする者は、あらかじめ、その人

員等、運送計画に必要な事項を記載した団体旅客運送申込書を提出、またはイン

ターネット予約をして、社の承認を受けなければならない。 

２ 団体旅客運送申込書の様式は、社が定める。 

３ インターネット予約の利用方法その他必要な事項は、別途定める。 

４ 第 1項の規定による場合の申込者は、次のとおりとする。 

（１）学校団体 

教育長又は学校長（保育所又は青年学級の代表者を含む。以下この号におい

て同じ。）ただし、数校連合の場合で学校長が申込むときは、各学校長連名と

し、代表学校長名を明示する。 

（２）普通団体 

   代表者又は旅行あっ旋業者 

 

（団体旅客運送の引受け） 

第３１条 旅客から前条の規定による団体旅客運送の申込みを受けた場合で、社に

おいて運輸上支障がないと認めたときは、当該団体旅客運送の引受けをする。 

 

（団体旅客申込人員等の変更） 

第３２条 団体旅客の運送引受後、旅客の都合による申込人員その他取扱条件の変

更は、社において運輸上支障がないと認めた場合に限り、発行駅においてこれを

行う。 

 

（一部区間不乗の団体券の発売） 

第３３条 旅行行程中の一部区間を乗車しない団体旅客に対し、社が特に承諾した

場合は、その区間を通した団体券を発売することができる。 
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第６節 貸切券の発売 

（貸切券の発売） 

第３４条 旅客があらかじめ輸送計画に必要な事項を申し出て、社の承認を受けた

場合は貸切券を発売する。 
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第７節 特殊割引券の発売 

（身体障害者割引券の発売） 

第３５条 身体障害者福祉法（昭和 24年法律第 283号）第 15条第 4項に規定する

身体障害者手帳の交付を受けている身体障害者（以下「身体障害者」という。）が

介護者 1人と旅行する場合に限り、割引乗車券を発売する。 

２ 割引乗車券の発売については、身体障害者運賃割引規程の定めるところによ

る。 

 

（知的障害者割引券の発売） 

第３６条 療育手帳制度要綱（昭和 48年 9月 27日厚生省発児第 156号厚生事務次官

通知）に規定する知的障害者療育手帳の交付を受けている知的障害者（以下「知的

障害者」という。）が介護者 1人と旅行する場合に限り、割引乗車券を発売する。 

２ 割引乗車券の発売については、知的障害者運賃割引規程の定めるところによる。 

 

（精神障害者割引券の発売）  

第３６条の２ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和 25年法律第 123

号）第 45条に規定する精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている精神障害

者（以下「精神障害者」という。）が介護者 1人と旅行する場合に限り、割引乗車

券を発売する。 

２ 割引普通券の発売については、精神障害者運賃割引規程の定めるところによる。 

 

（被救護者割引券の発売） 

第３７条 指定救護施設に保護又は救護される者（以下「被救護者」という。）が旅

行する場合で被救護者運賃割引証を提出したときは、その運賃割引証 1枚につい

て 1人 1回に限り割引普通券を発売する。 

２ 割引普通券の発売については、被救護者運賃割引規程の定めるところによる。 

 

（削除）  

第３８条 削除 

 

（削除）  

第３９条 削除 
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（臨時特殊割引券の発売） 

第４０条 社が特に必要と認める場合は、旅行目的・割引を受ける者の資格・割引

区間・割引証票等を特定し、又は季節により旅行目的地を特定して割引乗車券を発

売することがある。 

２ 前項の規定によって割引乗車券を発売する場合は、旅客が特定されるものを除

いて、発売駅 発売区間 発売期間等を、その都度関係の駅に掲示する。 
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第３章  運賃  料金 

第１節 通  則 

（運賃の種類） 

第４１条 運賃の種類は、乗車券の種類に応じて、次の各号に定めるとおりとする。 

  （１）普通運賃  片道普通運賃 

  （２）定期運賃  通勤定期運賃 

           通学定期運賃 

  （３）回数運賃  普通回数運賃            

  （４）団体運賃 

  （５）貸切運賃 

  （６）特殊割引運賃 

 

（運賃計算の原則） 

第４２条 運賃は、旅客の実際乗車する発着順序により計算する。 

 

（運賃の計算上のキロ程） 

第４３条  運賃を計算する場合の 1 キロメートル未満の端数は、1 キロメートルに

切上げる。 

２ 運賃を計算する場合に使用するキロ程は、線路が同一方向に連続する限り通 

算する。ただし、旅客の乗車経路が折返しとなるときは折返しとなる駅において、

打切って計算する。 

 

（旅客の区分及びその運賃） 

第４４条  運賃は、次に掲げる年令別の旅客の区分によって、この規則の定めると

ころにより収受する。 

              大 人…………12才以上の者 

              小 児…………6才以上 12才未満の者 

              幼 児…………1才以上 6才未満の者 

              乳 児…………1才未満の者 

２ 前項の規定による幼児であっても、次の各号の一に該当する場合は、これを小

児とみなして運賃を収受する。 

（１）幼児が、幼児だけで旅行するとき。 

（２）幼児が、乗車券を所持する 6才以上の旅客（団体旅客を除く）に、2人をこえ

て随伴されて旅行するとき。 
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   ただし、2人をこえた者だけ小児とみなす。 

（３）幼児が、団体旅客として旅行するとき、又は団体旅客に随伴されて旅行すると

き。 

３ 前項の場合のほか、幼児又は乳児に対しては運賃を収受しない。 

 

（小児の運賃） 

第４５条  小児の片道普通運賃・定期運賃は、大人の片道普通運賃 定期運賃をそれ

ぞれ折半して、10円未満の端数を切上げ 10円単位（以下これを「端数計算」と

いう。）とした額とする。 

 

（割引運賃） 

第４６条 割引の運賃は、第 52条に定める団体運賃及び別に定める場合を除き、大

人又は小児の無割引の運賃から割引額を差引いて、端数計算した額とする。 

 

（運賃割引の重複適用の禁止） 

第４７条 旅客は、運賃について 2 以上の割引条件に該当する場合であっても、同

一の乗車券について、重複して運賃の割引を請求することができない。 
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第２節 普通運賃 

（大人片道普通運賃） 

第４８条 大人片道普通運賃は、別表第 2 号のとおりとする。 

 

（削除） 

第４９条 削除 
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第３節 定期運賃 

（大人定期運賃） 

第５０条 大人定期運賃は、別表第 3 号のとおりとする。 

２ 大人定期運賃日割額は、別表第 4 号のとおりとする。 
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第４節 回数運賃 

（回数運賃）  

第５１条 回数運賃は、次のとおりとする。 

（１）大人の回数運賃 

普通回数運賃 

11回券とし、その区間の大人片道普通運賃を 10倍した額とする。 

（２）小児の回数運賃 

普通回数運賃 

11回券とし、その区間の小児片道普通運賃を 10倍した額とする。 
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第５節 団体運賃 

（団体運賃）  

第５２条 第 29条の規定によって団体券を発売する場合の団体運賃は、次のとおり

とする。 

（１）大人の団体運賃は、その全行程に対する 1 人当り大人普通運賃から割引額を

差引いた額に、団体運賃の収受人員を乗じた額とする。 

（２）小児の団体運賃は、その全行程に対する 1 人当り小児普通運賃から割引額を

差引いた額に、団体運賃の収受人員を乗じた額とする。 

（３）大人と小児が混乗する場合の団体運賃は、大人・小児各別に、前各号の規定に

よって算出した額を合計したものとする。 

２ 前項によって計算した場合において、10 円未満の端数が生じたときは、これを

端数計算した額とする。 

 

（団体運賃の割引率） 

第５３条 団体運賃の割引率は、次のとおりとする。 

（１）中学校団体（義務教育学校の後期課程を含む） 

    普通運賃の 3割引 

（２）その他の学校団体 

    普通運賃の 2割引 

（３）普通団体 

    普通運賃の 1割引 

 

（一部区間不乗の団体運賃の計算） 

第５４条 旅客が一部不乗区間の旅客運賃を支払うときは、前後の区間及び不乗区

間のキロ程を通算する。 
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第６節 貸切運賃 

（貸切運賃） 

第５５条 列車を貸し切りとする場合は、120人分（4両編成）の大人普通運賃を収

受する。 

２ 貸切旅客の実際乗車人員が、120人をこえるときは、実際乗車人員に相当する大

人普通運賃を収受する。 

 

（貸切運賃の最低額） 

第５６条 前条の規定による場合の貸切運賃の最低額は、全貸切区間の運賃が 4 区

分の運賃に満たないときであっても、前条の規定によって計算した 4 区分の運賃

とする。 

 

（一部区間不乗の貸切運賃の計算）  

第５７条 第 54条の規定は、貸切運賃を計算する場合に準用する。 
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第７節 特殊割引運賃 

（身体障害者割引運賃） 

第５８条 第 35条の規定により身体障害者及び介護者に対する割引運賃は、普通運

賃、定期運賃及び普通回数運賃の 5割引とする。 

 

（知的障害者割引運賃） 

第５９条 第 36条の規定により知的障害者及び介護者に対する割引運賃は、普通運

賃、定期運賃及び普通回数運賃の 5割引とする。 

 

（精神障害者割引運賃） 

第５９条の２ 第 36 条の 2 の規定により精神障害者及び介護者に対する割引運賃

は、普通運賃、定期運賃及び普通回数運賃の 5割引とする。 

 

（被救護者割引運賃）  

第６０条 第 37条の規定により被救護者及び付添人に対する割引運賃は、普通運賃

の 5割引とする。 

 

（削除） 

第６１条 削除 

 

（削除） 

第６２条 削除 

 

（臨時特殊割引運賃）  

第６３条  第 40 条の規定により割引乗車券を発売する場合の普通運賃の割引率は、

その都度定める。 
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第８節 料    金 

（貸切車両の留置料金） 

第６４条  貸切車両を旅客の都合によって、同一駅に 6時間をこえて留置させる場

合は、その超過時間について、次の留置料金を収受する。 

  車両 1両につき 2時間までごとに 1,980円 

 

（貸切取消の場合の回送料） 

第６５条 車両を貸切とする場合であって、これを他駅から回送した後、申込者の

都合によって、その申込を取り消した場合は、その回送区間及び返送区間の全キ

ロ程について、次の車両回送料金を収受する。この場合、回送区間と返送区間のキ

ロ程は、打ち切って各別に計算する。 

  車両 1両 1キロメートルにつき 240円 
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第４章  乗車券の効力 

第１節 通  則 

（乗車券の使用条件） 

第６６条  乗車券は、乗車人員を記載したものを除き、1券片をもって 1人が 1回限

り、その券面表示事項に従って使用することができる。定期券については、その

使用回数を制限しない。 

 

（効力の特例） 

第６７条  乗車券は、次の各号に掲げる場合は、第 66条の規定にかかわらず、使用

することができる。 

（１）大人用の乗車券を、小児が使用する場合。ただし、この場合、運賃の差額につ

いては払戻しの請求をすることはできない。 

（２）小児用の乗車券を使用する旅客の年令が、その乗車券の通用期間中に 12才に

達した場合。 

（３）乗車駅を限定した割引乗車券を除き、乗車券の券面に表示された発着区間内

の途中駅から乗車する場合。ただし、不乗区間の乗車の請求及び運賃の払

戻しの請求をすることができない。 

 

（券面表示事項等が不明となった乗車券） 

第６８条  乗車券は、その券面表示事項が不明となったときは、使用することができ

ない。 

２ 前項の規定により使用できない乗車券を所持する旅客は、これを駅（委託業者

が発行した乗車券にあってはその発行所）に差出して書換えを請求することがで

きる。ただし、発売駅を限定した乗車券は、原則として発行駅において取扱う。  

３ 前項の規定により旅客から書換えの請求があった場合は、旅客に悪意がないと

認められ、かつ、その不明事項が判別できるときに限って、当該乗車券と引換え

に再交付をするか、又は書換えの取扱いをする。 

 

（途中下車） 

第６９条 旅客は、旅行開始後、次の各号の乗車券及び駅に限って、途中下車するこ

とができる。 

（１）定期券は、券面に表示された発着区間内の任意の駅 

（２）団体券及び貸切券は、社が承認した駅 

（注）途中下車とは、旅行開始後、途中の駅において下車して出場した後、再び列車
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に乗継いで旅行することをいう。 

 

（途中下車後の不乗区間に対する取扱い） 

第７０条 旅客は、前条の規定により乗車券の券面に表示された発着区間内の途中

駅で下車した後に、前途の駅から乗車した場合の不乗区間については、乗車及び

運賃の払戻しの請求をすることができない。 

 

（通用期間の起算日） 

第７１条 乗車券の通用期間は、通用開始日を特に指定して発売したものを除き、

当該乗車券を発行した当日から起算する。 

 

（乗車券不正使用未遂の場合の取扱い） 

第７２条 旅客が、当該乗車について効力のない乗車券を使用しようとした場合は、

これを無効とし回収する。ただし、旅客に悪意がなく、その証明ができる場合は、

この限りでない。 
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第２節 乗車券の効力 

（通用期間） 

第７３条  乗車券の通用期間は、別に定める場合のほか、次の各号による。 

（１）普通券 

    片道券：1日とする。 

（２）定期券 

    1カ月・3カ月又は 6カ月とする。 

（３）削除 

（４）団体券 

    その都度定める。 

（５）貸切券 

    その都度定める。 

（６）特殊割引券 

    身体障害者割引普通回数券、知的障害者割引普通回数券、精神障害者割引普通回

数券は、発売日の属する月の翌月から起算して第 3月の末日までとする。その他

の特殊割引乗車券は前各号に準ずるものとする。 

  （身体障害者割引普通回数券、知的障害者割引普通回数券、精神障害者割引普通

回数券を以下「回数券」という。） 

 

（改氏名の場合の定期券の書替え） 

第７４条  定期券の使用者は、氏名を改めた場合は、それを証明する書類を添え、

定期券を発行駅に差出して、その氏名の書替えを請求しなければならない。 

 

（乗車券が前途無効となる場合） 

第７５条 乗車券は、次の各号の一に該当する場合は、その後の乗車については無

効として回収する。 

（１）旅客が途中下車できない乗車券で途中下車したとき。 

（２）旅客が車内持込禁止品 範囲外手回り品を持込んだ場合で、規則第 16条の 

取扱いを受けたとき。 

（３）鉄道営業法（明治 33年法律第 65号）第 41条の規定によって途中で下車させ

られたとき又は同法第 42条の規定によって車外に退去させられたとき。 

 

（定期券以外の乗車券が無効となる場合） 

第７６条 定期券以外の乗車券は、次の各号の一に該当する場合は、その全券片を

無効として回収する。 



29 

 

 

（１）運賃割引証と引換えに購入した割引の乗車券を割引証の記名人以外の者  

が使用したとき。 

（２）券面表示事項が不明となった乗車券を使用したとき。 

（３）第 24条第 1項の規定により無効となる運賃割引証で購入した乗車券を使用し

たとき。 

（４）資格を偽って発行された各種割引証又は証明書で購入した乗車券を使用  

したとき。 

（５）券面表示事項又は裏面の磁気情報を、塗消しその他改変して使用したとき。 

（６）区間の連続していない 2 枚以上の普通券もしくは回数券又は普通券と回数券

とを使用して、その各券面に表示された区間と区間との間を無札で乗車したと

き。 

（７）旅行開始後の乗車券を他人から譲り受けて使用したとき。 

（８）証明書等の携帯を必要とする乗車券を使用する旅客が、これを携帯していな

いとき。 

（９）通用期間を経過した乗車券を使用したとき。 

（１０）係員の承諾を得ないで、乗車券の券面に表示された区間外の区間を乗車  

したとき。 

（１１）大人が小児用の乗車券を使用したとき。ただし、第 67条に規定する小児用

乗車券の効力の特例の場合を除く。 

（１２) 乗車券をその券面に表示された発着の順序に違反して使用したとき。 

（１３) その他乗車券を不正乗車の手段として使用したとき。 

２ 前項の規定は、偽造した乗車券を使用して乗車した場合に準用する。 

 

（定期券が無効となる場合） 

第７７条 定期券は、次の各号の一に該当する場合は、無効として回収する。 

（１）定期券をその記名人以外の者が使用したとき。 

（２）券面表示事項が不明となった定期券を使用したとき。 

（３）使用資格 氏名 年令 区間又は通学の事実を偽って購入した定期券を使用した

とき。 

（４）券面表示事項又は裏面の磁気情報を塗消しその他改変して使用したとき。 

（５）区間の連続していない 2 枚以上の定期券を使用して、その各券面に表示され

た区間と区間との間を無札で乗車したとき。 

（６）定期券の区間と連続していない普通券又は回数券を使用して、その各券面に

表示された区間と区間との間を無札で乗車したとき。 

（７）通学定期券を使用する旅客が、その使用資格を失った後に使用したとき。 

（８）通用期間開始前の定期券をその期間開始前に使用したとき。 
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（９）通用期間満了後の定期券をその期間満了後に使用したとき。 

（１０）通学定期券を使用する旅客が、第 78条の規定による証明書を携帯していな

いとき。 

（１１）係員の承諾を得ないで、定期券の券面に表示された区間外の区間を乗車  

したとき。 

（１２）その他定期券を不正乗車の手段として使用したとき。 

２ 前項の規定は、偽造した定期券を使用して乗車した場合に準用する。 

 

（通学定期券の効力） 

第７８条 通学定期券は、その通学する指定学校の代表者の発行した学生証明書を

携帯する場合に限って有効とする。 
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第５章  乗 車 券 の 様 式 

第１節 通  則 

（乗車券の表示事項） 

第７９条 乗車券の表面には、次の各号に掲げる事項を表示する。 

（１）運賃 

（２）通用区間 

（３）通用期間 

（４）発売日付 

（５）発売箇所名 

２ 前項の規定にかかわらず、臨時に発売する乗車券及びその他の特殊な乗車券は、

表示事項の一部を省略又は追加することがある。 

 

（この章に規定する乗車券の様式） 

第８０条 この章において規定する乗車券の様式は、印刷上の形式であって、それ

ぞれの乗車券は、不足する事項については、発売の際に印章を押し、又は記入する

ことによって補うものとする。 

２ 乗車券の様式は、必要によって、表示事項の配列の一部を変更することがある。 

 

（小児用等の記号の表示） 

第８１条 乗車券の様式について補う記号は、影文字等をもって表示し、次の各号

による。 

（１）小児用の乗車券 「小」 

（２）通学用定期券  「学」 

 

（乗車券に押す印章） 

第８２条 乗車券に押す印章は、社が定める。 

 

（地模様の印刷） 

第８３条 この章に規定する乗車券には、表面に社が定めた地模様を印刷する。 

２ 自動改札機用の乗車券については、前項の地模様を省略することがある。 

 

（乗車券の駅名等の表示方） 

第８４条 乗車券の駅名及び運賃の表示方は、次の各号による。 

（１）発駅名及び着駅名は、運賃の計算方法に従って表示する。ただし、定期券及び
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団体券にあっては、旅客が実際に発着する駅名を表示する。 

（２）着駅名を「何円区間」の例により、運賃で表示することがある。 
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第２節 普通券の様式 

（普通券の様式） 

第８５条 次の各号の普通券は、社が定めた様式とし、乗車区間相当の表示をする。 

（１） 普通券 

（２） 予備普通券 

（３） 改札補充券 
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第３節 定期券の様式 

（定期券の様式） 

第８６条 定期券の様式は、社が定める。 

 

 

  



35 

 

 

第４節 削除 

（削除） 

第８７条 削除 
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第５節 団体券及び貸切券の様式 

（団体券の様式） 

第８８条 団体券の様式は、社が定める。 

 

（貸切券の様式） 

第８９条 貸切券の様式は、社が定める。 
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第６節 特殊割引券の様式 

（特殊割引券の様式） 

第９０条 特殊割引券の様式は、社が定める。 
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第６章 乗車券の改札及び引渡し 

第１節 通  則 

（乗車券の改札） 

第９１条 乗車の目的で乗降場に入場し、又は乗降場から出場しようとする旅客は、

所定の乗車券を所持して係員（自動改札機を含む。以下同じ。）による改札を受け、

定められた場所から入出場しなければならない。 

２ 前項の規定によるほか、旅客は、係員の請求があるときは、いつでもその所持す

る乗車券を呈示しなければならない。当該乗車券の使用が証明書等の携帯を必要

とするものであるときの証明書等についても同様とする。 

 

（乗車券の引渡し） 

第９２条 旅客は、その所持する乗車券が効力を失い、もしくは不要となった場合

又はその乗車券を使用する資格を失った場合は、当該乗車券を係員に引渡さなけ

ればならない。 
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第２節 乗車券の改札及び引渡し 

（普通券の改札及び引渡し） 

第９３条  普通券を使用する旅客は、旅行を開始する際に、乗車券を係員に呈示し

て改札を受けなければならない。 

２ 旅行を終了した際には、乗車券を係員に引渡さなければならない。 

 

（定期券の改札及び引渡し） 

第９４条  定期券を使用する旅客は、旅行を開始する際及び旅行を終了した際に、

乗車券を係員に呈示して改札を受けなければならない。 

２ 乗車券の通用期間が満了した際には、直ちに乗車券を、係員に引渡さなければ

ならない。 

 

（削除） 

第９５条  削除 

 

（団体券又は貸切券の改札及び引渡し） 

第９６条 団体券及び貸切券を使用する旅客は、旅行を開始する際及び途中下

車をする際に、乗車券を係員に呈示して押印を受けなければならない。 

２ 団体の引率者は、全行程の旅行を終了した際に、所持する乗車券を係員に引

渡さなければならない。 

 

（特殊割引券の改札及び引渡し） 

第９７条 特殊割引券を使用する旅客は、旅行を開始する際及び旅行を終了し

た際に、乗車券を係員に呈示して改札を受けなければならない。 

２ 旅行を終了した際及び通用期間が満了した際には乗車券を係員に引渡さな

ければならない。 
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第７章   乗車変更及び特殊な取扱い 

第１節 通  則 

（乗車変更等の取扱い箇所） 

第９８条 団体券及び定期券の変更又は運賃の払戻しは、発行駅において取扱う。 

 

（払戻請求権行使の期限） 

第９９条 旅客は、運賃について払戻しの請求をすることができる場合であっても、

当該乗車券が発行の日の翌日から起算して 1 カ年を経過したときは、これを請求

することができない。 

 

（乗車変更をした乗車券についてさらに運賃の収受又は払戻しをする場合） 

第１００条 乗車変更の取扱いをした乗車券について、さらに運賃の収受又は払戻

しをする場合は、旅客が現に所持する乗車券を当初から購入しているものとみな

して、収受又は払戻しの計算をする。 
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第２節 乗車変更の取扱い 

第１款 通  則 

（乗車変更の種類） 

第１０１条  旅客が、所持する乗車券に表示された運送条件と異なる条件の乗車 

を必要とする場合に、社が取扱う変更（以下「乗車変更」という。）の種類は、次

のとおりとする。 

（１）乗越し 

（２）団体券の行程変更 
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第２款 乗 越 し 

（乗越し） 

第１０２条  旅客は、あらかじめ係員の承諾を受け、所持する乗車券に表示された

区間をこえた駅に変更すること（以下「乗越し」という。）ができる。 

２ 乗越しの取扱いをする場合は、次の運賃を追収受する。 

（１）もとの乗車券が普通券であるときは、もとの乗車券区間に対する普通運賃と、

発駅から乗越着駅までの区間に対する普通運賃との差額。 

（２）もとの乗車券が割引普通券であるときは、前号中「普通運賃」とあるのを「割

引普通運賃」と読替えて、前号により計算した額。 

（３）もとの乗車券が身体障害者割引普通回数券、知的障害者割引普通回数券、精神

障害者割引普通回数券であるときは、もとの乗車券区間に対する割引普通運賃

と発駅から乗越着駅までの区間に対する割引普通運賃との差額。 

（４）もとの乗車券が定期券であるときは、乗越区間に対する普通運賃。 

（５）前各号の取扱いは、無手数料とする。 
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第３款 団体券の行程変更 

（団体券の行程変更） 

第１０３条  団体旅客は、使用開始後にあらかじめ係員の承諾を受け、1回に限って

行程変更をすることができる。ただし、団体旅客の全員が変更する場合で、運輸上

支障がない場合に限って取扱う。 

２ 前項の取扱いをする場合は、1口の団体ごとに手数料 220円を収受し、もとの

乗車区間に対する普通運賃と、実際の乗車区間に対する普通運賃とを比較し、不

足額がある場合は、これに変更取扱人員を掛けた額を収受する。過剰額がある場

合は、払戻ししない。 
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第３節 特殊取扱い 

第１款 通   則 

（運賃の払戻しに伴う割引証等の返還） 

第１０４条  旅客は、割引証等を提出して購入した乗車券について払戻しの取扱い

を受けた場合は、既に提出した割引証等の返還を請求することができない。 

 

（乗車変更等の手数料の払戻し） 

第１０５条  旅客は、社が乗車変更等の際に収受した手数料の払戻しを請求するこ

とができない。 
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第２款 無   札 

（駅間での無札旅客等の取扱い） 

第１０６条  乗車券の紛失、無札又は不正使用を車内で発見した場合、次の各号の

一に該当するときは、当該旅客を適宜の駅に下車させることができる。 

（１）その処理が車内において困難であるとき。 

（２）係員の請求する運賃及び増運賃の支払いをしないとき。 

 

（無札旅客に対する運賃及び増運賃の収受） 

第１０７条  旅客が次の各号に該当する場合は、無札旅客として、当該旅客の乗車

駅からの区間に対する普通運賃と、その 2 倍に相当する額の増運賃とを併せて収

受する。 

 

号 区     分 
運賃計算 

区    間 
乗車回数 摘  要 

（１） 
係員の承諾を受けず、乗車券

を所持しないで乗車したとき 

乗車区間 

 

片  道 

 

 

（２） 

押印を必要とする乗車券に

入鋏又は押印を受けないで

乗車したとき 

旅客に悪意がな

く証明できる場

合は除く 

（３） 

無効となる乗車券（偽造の乗

車券を含む。）で乗車したと

き 

無効となる乗車

券とは第 76条

又は第 77条に

規定されたもの

をいう 

（４） 

乗車券改札の際に呈示を拒

み又は取集めの際に引渡し

をしないとき 

 

（５） 

区間の連続し

ていない乗車

券を使用した

とき 

2 枚以上の普

通券又は普通

券と回数券の

場合 券面区間

と券面区

間外とを

あわせた

全区間 

片  道 

 

2 枚以上の回

数券の場合 

回数券の

使用回数

の少ない

方の使用

ずみ回数 
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号 区     分 
運賃計算 

区    間 
乗車回数 摘  要 

（６） 

団体旅客が

券面表示事

項に違反し

て乗車した

とき 

券面表示人員以

外の違反の場合 

乗車区間 片  道 

全乗車人員につ

いて計算した額

を、団体申込者

から収受する 

人員を超過して

乗車し、又は小

児の人員として

大人を乗車させ

た場合 

超過人員又は違

反した大人人員

に対して計算し

た額を団体申込

者から収受する 

 

（定期券不正使用旅客に対する運賃及び増運賃の収受） 

第１０８条 第 77 条の規定により無効となる定期券（偽造の定期券を含む。）を回

収した場合は、当該旅客から次の各号による普通運賃と、その 2 倍に相当する額

の増運賃とをあわせて収受する。 

 

号 区     分 
運賃計算 

区    間 
乗車回数 摘  要 

（１） 
定期券をその記名人以外の者

が使用したとき 

券面区間 
定期券の

効力が発

生した日

から発見

当日まで

毎日 1往

復 

 

（２） 
券面表示事項が不明となった

定期券を使用したとき 
 

（３） 

使用資格 氏名 年令 区間又は

通学の事実を偽って購入した

定期券を使用したとき 

 

（４） 

券面表示事項又は裏面の磁気

情報を塗消しその他改変して

使用したとき 

 

（５） 

区間の連続していない 2 枚以

上の定期券を使用して、その各

券面に表示された区間と区間

との間を無札で乗車したとき 

券面区間

と券面区

間外とを

あわせた

全区間 

効力の発生した

日が異なるとき

は、発見日に近

い日から発見当

日まで毎日 1 往

復ずつ乗車した

ものとする 
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号 区     分 
運賃計算 

区    間 
乗車回数 摘  要 

（６） 

定期券の区間と連続していな

い普通券を使用して、その各券

面に表示された区間と区間と

の間を無札で乗車したとき 

乗車区間 片  道  

（７） 

定期券の区間と連続していな

い回数券を使用して、その各券

面に表示された区間と区間と

の間を無札で乗車したとき 

券面区間

と券面区

間外とを

あわせた

全区間 

回数券の

使用回数

1 回ごと

に 1往復 

 

（８） 

通学定期券を使用する旅客が

その使用資格を失った後に使

用したとき 

券面区間 

使用資格

を失った

日から発

見当日ま

で毎日 1

往復 

 

（９） 
通用期間開始前の定期券をそ

の期間開始前に使用したとき 

発売日よ

り発見当

日まで毎

日 1往復 

 

（10） 
通用期間満了後の定期券をそ

の期間満了後に使用したとき 

通用期間

満了日の

翌日から

発見当日

まで毎日

1往復 

 

（11） 

通学定期券を使用する旅客が

第 78条の規定による証明書を

携帯していないとき 

乗車区間 片  道  （12） 

係員の承諾を得ないで、定期券

の券面に表示された区間外の

区間を乗車したとき 

（13） 
その他定期券を不正乗車の手

段として使用したとき 
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（無札旅客の乗車駅不明の場合） 

第１０９条 第 107 条の無札旅客について、その乗車駅が判明しない場合は、その

列車の出発駅から乗車したものとみなして同条の規定を適用する。 
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第３款 紛   失 

（乗車券紛失の場合の取扱い） 

第１１０条 旅客が、旅行開始後、乗車券を紛失した場合であって、係員がその事実

を認定することができないときは、既に乗車した区間については第 107 条及び第

109 条の規定により無札旅客として乗車駅不明の取扱いによる普通運賃及び増運

賃を、前途の乗車区間については、普通運賃を収受する。 

  ただし、係員がその事実を認定することができるときは、その全乗車区間に対

する普通運賃を収受して、増運賃は収受しない。 

２ 前項の場合、旅客は、再収受証明書の交付を請求することができる。ただし、定

期券を使用する旅客はこの限りでない。 

３ 第 1 項ただし書き及び前項の規定は、旅客が旅行開始前に、乗車券（定期券を

除く。）を紛失した場合に準用する。 

４ 紛失した乗車券が団体券で、係員がその事実を認定できるときは、発行駅にお

いて 220円の手数料を収受して相当の団体券の再交付をすることができる。 

 

（再収受した運賃の払戻し） 

第１１１条  前条の規定によって普通運賃及び増運賃を支払った旅客が、紛失した

乗車券を発見した場合は、その乗車券と再収受証明書とを最寄駅に差出して、発

見した乗車券 1枚につき手数料 200円を支払い、その運賃について払戻しの請求

をすることができる。ただし、普通運賃及び増運賃を支払った日の翌日から起算

して 1カ年を経過したときは、これを請求することができない。 
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第４款 払戻し及び通用期間の延長 

（旅行開始前の運賃の払戻し） 

第１１２条 乗車券（定期券及び回数券を除く。）を所持する旅客は、改札を受ける

前で、かつ、通用期間内であるときに限って、その乗車券の発行駅に差出して既に

支払った運賃の払戻しを請求することができる。この場合旅客は、手数料として

普通券にあっては 1枚につき 200円を、団体券又は貸切券にあっては 1枚につき 

220円を支払うものとする。ただし、不要となった理由が列車の運行不能の場合は、

手数料を必要としない。 

２ 前項の規定により払戻しをする乗車券が、往復乗車を発売条件とした割引普通

券であって、往片等その一部を使用している場合の払戻し額は、既に収受した往

復運賃から、既に使用した券片に対する無割引の普通運賃と手数料 200 円を差引

いた残額とする。 

 

（使用開始前の定期運賃及び回数運賃の払戻し） 

第１１３条 旅客は、通用期間開始前の定期券を、定期券発売所に差出して、既に支

払った運賃の払戻しを請求することができる。また、使用開始前で通用期間内の回

数券を発行駅に差出して、既に支払った運賃の払戻しを請求することができる。 

２ 定期券について、前項の払戻しを請求する場合、社が定める「定期券・ICOCA 払

戻/各種変更申請書」を提出するほか、公的証明書等の呈示により記名人本人であ

ることを証明しなければならない。 

３ 第１項の規定により払戻しする場合、旅客は、手数料として、定期券、回数券１

枚につき 220円を支払う。 

 

（使用開始後の回数運賃の払戻し） 

第１１４条  旅客は、回数券を一部使用後、通用期間内の残券片について、回数運

賃の払戻しを請求することができる。ただし、１回につき手数料として 220 円を

支払う。 

２ 前項の取扱いによる払戻額の計算は次のとおりとする。 

  既に収受した割引回数運賃－{(使用済回数×同区間割引普通運賃)＋手数料} 

＝払戻額 

  

（使用開始後の定期運賃の払戻し） 

第１１５条 旅客は、定期券が通用期間内であるときに限って、その定期券を定期

券発売所に差出して既に支払った定期運賃から、使用経過月数に相当する定期運

賃を差引いた残額の払戻しを請求することができる。この場合、旅客は、手数料

として 220円を支払う。 
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２ 前項の払戻しを請求する場合は、第 113条第２項の規定を準用する。 

３ 第１項の計算については、払戻し請求の当日は経過日数に算入し、1カ月未満の

経過日数は 1カ月として計算する。 

４ 第1項の定期券の経過月数に相当する定期運賃は、次の各号によって計算する。 

（１）使用経過月数が 1カ月又は 3カ月のときは、各その月数に相当する定期運賃 

（２）使用経過月数が 2カ月のときは、1カ月に相当する定期運賃の 2倍の額 

（３）使用経過月数が 4カ月のときは、3カ月と 1カ月に相当する定期運賃の合算額 

（４）使用経過月数が 5 カ月のときは、3 カ月と 1 カ月の 2 倍に相当する定期運賃

の合算額 

５ 本条の規定による払戻しを「月割払戻」という。 

 

（使用開始後７日以内の定期運賃の払戻し） 

第１１６条 定期券を所持する旅客が、使用開始後、7日以内に不要となり、その定

期券を定期券発売所に差出した場合は、手数料 220円を収受して、旅客から既に

収受した定期運賃から、定期券の区間を普通運賃によって 1 日 1 往復ずつ乗車し

たものとして計算した額を差引いた残額を払戻しする。 

２ 前項の払戻しを請求する場合は、第 113条第２項の規定を準用する。 

３ 本条の規定により払戻額を算出する方法を「普通払戻」という。 

 

（定期運賃の払戻し特例） 

第１１７条 旅客から定期券払戻しの請求があり、次の各号の取扱いによる場合は、

既に収受した定期運賃から、第 50 条第２項に規定する定期運賃日割額を 10 倍し

た額にもとの定期券の通用開始日から申し出のあった日を含んだ経過旬数（１旬

未満の端数は１旬とする）を乗じた額と、手数料 220 円を加えた額を差し引いた

残額を払戻しすることができる。 

（注）経過日数が７日以内の場合、第 116 条第１項と比較し、払戻額が大となる

方の取扱いをする 

（１）定期券の種類又は区間変更の申し出により、定期券発売所において、新たな定

期券を発売するとともに、もとの定期券の払戻しを請求する場合 

（注）通学定期券の区間変更による発売は、通学証明書でその内容が証明できる

場合に限る 

（２）旅客が定期券を紛失し、再購入後、紛失定期券の発見その他の理由により重複

購入となったため、新たに購入した定期券の払戻しを請求する場合 

（３）旅客が死亡により、引取り人が定期券を差し出し、死亡を証明する書類又はそ

の写しを呈示した場合 

２ 前項の払戻しを請求する場合は、第 113条第２項の規定を準用する。 
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３ 本条の規定により払戻額を算出する方法を「旬割払戻」という。 

 

（旅行中止による運賃の払戻し） 

第１１８条 普通券を所持する旅客は、旅行開始後、次の各号の一に該当する場合

であって、かつ、所持する乗車券が通用期間内であるときは、既に支払った運賃か

ら既に乗車した区間の普通運賃を差引いた残額の払戻しを、旅行を中止した駅に

請求することができる。この場合、払戻しを受ける旅客は、手数料として 200円

を支払う。 

（１）傷病によって、旅行を中止したとき。 

（２）司法権の発動、又は国会から喚問その他これに類する行政権によって旅行を

中止したとき。 

 

（傷病等の場合の証明）  

第１１９条 旅客は、前条の規定により運賃の払戻しを請求する場合は、原因が外

傷等で一見して事実が認定できる場合を除き、医師の診断書等証明できるものを

呈示しなければならない。 

 

（最終列車に乗り遅れた場合の通用期間の延長） 

第１２０条 発行当日限り有効の乗車券を所持する旅客は、当日最終の列車に乗り

遅れた場合は、直ちに乗車券を係員に呈示して通用期間の延長を請求することが

できる。この場合は、翌日まで通用期間を延長する。 
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第５款 運行不能 

（列車の運行不能の場合の取扱い） 

第１２１条 旅客は、旅行開始後、列車が運行不能（2時間以上遅延する場合を含む。

以下同じ。）になった場合、次の各号の取扱いを請求することができる。 

（１）第 122条の規定による運賃の払戻し。 

（２）第 123条の規定による無賃送還の取扱いとそれに伴う運賃の払戻し。 

（３）第 124条の規定による任意に旅行した場合の払戻し。 

（４）振替輸送による他経路乗車の取扱い。 

 

（運行不能のため旅行を中止した場合の運賃の払戻し） 

第１２２条 旅客（定期券、回数券を使用する旅客を除く。）が、運行不能のため旅

行を中止した場合は、旅行を中止した駅において、既に支払った運賃から既に乗車

した区間に対する普通運賃を差引いた残額の払戻しを請求することができる。こ

の場合、乗車券が割引のものであるときは、普通運賃を割引運賃と読みかえて計算

する。 

２ 旅客が発駅において運行不能のため旅行を中止した場合は、既に支払った運賃

の払戻しを請求することができる。 

 

（運行不能の場合における無賃送還とこれに伴う運賃の払戻し） 

第１２３条 旅客（定期券を使用する旅客を除く。）の無賃送還の取扱いは、次の各

号による。 

（１）無賃送還は、事実が発生した際、使用していた乗車券の券片に表示された発駅

までとする。 

（２）無賃送還は、最近の時刻に出発する列車による。 

（３）無賃送還中は、途中下車の取扱いをしない。 

（４）旅客が、第 2号による乗車を拒んだときは、無賃送還の取扱いをしない。 

２ 前項の無賃送還を行った場合は、次の各号によって送還を終えた駅で運賃の払

戻しをする。ただし、回数券を使用する旅客については、払戻しの取扱いをしない。 

（１）乗車券面に表示された発駅まで送還したときは、収受運賃の全額を払戻しす

る。 

（２）旅客の請求によって、乗車券面の途中駅まで送還したときは、もとの発駅から

途中駅までの普通運賃を、収受運賃から差引いて、その残額を払戻しする。この

場合、乗車券が割引のものであるときは、割引条件のいかんにかかわらず、割引

運賃を差引いて計算する。 

３ 第 1 項の発駅まで無賃送還を行った場合、回数券を使用する旅客は、その券片

を発駅に差出し有効証明を受けることにより次の乗車の際に、その券片を使用す
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ることができる。 

 

（運行不能区間を任意に旅行した場合の払戻し） 

第１２４条 列車が運行不能となった場合、旅客（定期券又は回数券を使用する旅

客を除く。）が、不通区間を任意に社線によらないで旅行し、乗車券の通用期間内

に、前途の駅から乗継ぎをするときは、係員にそのことを申出て、乗車券に不乗証

明を受け、旅行を終えた駅に差出し、不通区間に対する運賃の払戻しを請求するこ

とができる。 

 

（運行休止の場合の運賃の払戻し） 

第１２５条 定期券又は回数券を使用する旅客は、列車が運行休止のため、引続き

５日以上乗車券を使用できなくなった場合、乗車券を駅に差出して、相当日数の

通用期間の延長を請求し、又は次の各号に定める金額の払戻しを請求することが

できる。但し、定期券にあっては有効期間の満了日（継続発売の場合はその発売

日）以降に取り扱う。 

（１）定期券については、使用しない区間（2区間以上ある場合は、これらの区間の

キロ程を通算する。）のもとの定期券と同一の種類及び期間による定期運賃を通

用日数（通用期間が 1カ月のものは 30日、3カ月のものは 90日、6カ月のもの

は 180日とする。）で割って（1円未満の端数は 1円単位に切上げる。）休止日

数を掛けた額を端数計算した額 

（２）回数券については、回数運賃に残余の回数を掛け、総回数で割って端数計算

した額 
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第６款 誤乗及び誤購入 

（誤乗区間の無賃送還） 

第１２６条 旅客（定期券又は回数券を使用する旅客を除く。）が、乗車券面に表示

された区間外に誤って乗車した場合において、係員がその事実を認定したときは、

最近の列車によって、誤乗区間について、運賃を収受せずに、無賃送還の取扱いを

する。 

２ 旅客が、無賃送還中に、途中駅に下車するときは、既に収受した運賃と発駅から

下車駅までの運賃とを比較して、不足額は収受し過剰額は払戻しをしない。 

 

（乗車券の誤購入又は誤発売の場合の取扱い） 

第１２７条 旅客が、駅名の類似その他の理由により、誤って希望するものと異な

った着駅の乗車券を購入した場合であって、係員が誤購入又は誤発売の事実を認

定したときは、正当な乗車券に変更の取扱いをする。 

２ 前項の場合は、既に収受した運賃と正当な運賃とを比較し、不足額は収受し、過

剰額は払戻しをする。 
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別表第 1 号 

 

 

別表第 2 号 

  

1.4 3.1 4.8 6.6 8.5 9.9 12.1 13.3 14.5 16.0 17.8 19.9 21.2 11.0 12.5 14.3 16.7

1.7 3.4 5.2 7.1 8.5 10.7 11.9 13.1 14.6 16.4 18.5 19.8 9.6 11.1 12.9 15.3

1.7 3.5 5.4 6.8 9.0 10.2 11.4 12.9 14.7 16.8 18.1 7.9 9.4 11.2 13.6

1.8 3.7 5.1 7.3 8.5 9.7 11.2 13.0 15.1 16.4 6.2 7.7 9.5 11.9

1.9 3.3 5.5 6.7 7.9 9.4 11.2 13.3 14.6 4.4 5.9 7.7 10.1

1.4 3.6 4.8 6.0 7.5 9.3 11.4 12.7 2.5 4.0 5.8 8.2

2.2 3.4 4.6 6.1 7.9 10.0 11.3 1.1 2.6 4.4 6.8

1.2 2.4 3.9 5.7 7.8 9.1 3.3 4.8 6.6 9.0

1.2 2.7 4.5 6.6 7.9 4.5 6.0 7.8 10.2

1.5 3.3 5.4 6.7 5.7 7.2 9.0 11.4

1.8 3.9 5.2 7.2 8.7 10.5 12.9

2.1 3.4 9.0 10.5 12.3 14.7

1.3 11.1 12.6 14.4 16.8

12.4 13.9 15.7 18.1

1.5 3.3 5.7

1.8 4.2

2.4

営　　業　　キ　　ロ　　程　　表

阪大病院前

豊　川

彩 都 西

沢 良 宜

摂　津

南 摂 津

大　日

門 真 市

公園東口

少　路

千里中央

山　田

万博記念公園

宇 野 辺

南 茨 木

(単位：km)

大阪空港

蛍　池

柴原阪大前

410 440

阪大病院前 200 290

豊　川 250

彩 都 西

門 真 市 440 440 470 500

摂　津 200 250 290 340 380 410 440

公園東口 200 250 290

470

大　日 200 410 440 470 500

南 摂 津 250 250 380

沢 良 宜 200 250 290 340 290 340 380 410

340 380

南 茨 木 200 250 290 340 340 290 290 340 410

宇 野 辺 200 250 250 290 340 380 250 290

440 250 250 290 380

万博記念公園 250 250 290 340 340340 380 410 200 250 290

山　田 200 250 290 290 340 380 410

380 410 440

340 340 380 410

千里中央 200 250 290 340 340

380 380 410 440 470 500

340 410470 290

500 340 380 410 440470 500

蛍　池

290

少　路 200 250 290 340

380 410 410 440柴原阪大前 200 250 290 340

410 410 440 470200 250 290 340 380

440 470 470

大　人　片　道　普　通　旅　客　運　賃　表

(単位：円)

440 470 500

500 380 410 440 470500 500

大阪空港 200 250 290 340 380 380 440 410500 500 500
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別表第 3 号 

   

（１カ月）

7,820 9,780 11,350 12,910 14,470 14,470 16,830 16,830 18,000 18,000 19,170 20,340 21,510 15,640 16,830 18,000 19,170

7,820 9,780 11,350 12,910 14,470 15,640 15,640 16,830 18,000 19,170 20,340 20,340 14,470 15,640 16,830 18,000

7,820 9,780 11,350 12,910 14,470 15,640 15,640 16,830 18,000 19,170 20,340 12,910 14,470 15,640 16,830

7,820 9,780 11,350 12,910 14,470 14,470 15,640 16,830 18,000 19,170 12,910 12,910 14,470 15,640

7,820 9,780 11,350 12,910 12,910 14,470 15,640 16,830 18,000 11,350 11,350 12,910 15,640

7,820 9,780 11,350 11,350 12,910 14,470 15,640 16,830 9,780 9,780 11,350 14,470

9,780 9,780 11,350 12,910 12,910 14,470 15,640 7,820 9,780 11,350 12,910

7,820 9,780 9,780 11,350 12,910 14,470 9,780 11,350 12,910 14,470

7,820 9,780 11,350 12,910 12,910 11,350 11,350 12,910 15,640

7,820 9,780 11,350 12,910 11,350 12,910 14,470 15,640

7,820 9,780 11,350 12,910 14,470 15,640 16,830

9,780 9,780 14,470 15,640 16,830 18,000

7,820 15,640 16,830 18,000 19,170

16,830 16,830 18,000 20,340

7,820 9,780 11,350

7,820 11,350

9,780

（３カ月）

22,290 27,880 32,350 36,800 41,240 41,240 47,970 47,970 51,300 51,300 54,640 57,970 61,310 44,580 47,970 51,300 54,640

22,290 27,880 32,350 36,800 41,240 44,580 44,580 47,970 51,300 54,640 57,970 57,970 41,240 44,580 47,970 51,300

22,290 27,880 32,350 36,800 41,240 44,580 44,580 47,970 51,300 54,640 57,970 36,800 41,240 44,580 47,970

22,290 27,880 32,350 36,800 41,240 41,240 44,580 47,970 51,300 54,640 36,800 36,800 41,240 44,580

22,290 27,880 32,350 36,800 36,800 41,240 44,580 47,970 51,300 32,350 32,350 36,800 44,580

22,290 27,880 32,350 32,350 36,800 41,240 44,580 47,970 27,880 27,880 32,350 41,240

27,880 27,880 32,350 36,800 36,800 41,240 44,580 22,290 27,880 32,350 36,800

22,290 27,880 27,880 32,350 36,800 41,240 27,880 32,350 36,800 41,240

22,290 27,880 32,350 36,800 36,800 32,350 32,350 36,800 44,580

22,290 27,880 32,350 36,800 32,350 36,800 41,240 44,580

22,290 27,880 32,350 36,800 41,240 44,580 47,970

27,880 27,880 41,240 44,580 47,970 51,300

22,290 44,580 47,970 51,300 54,640

47,970 47,970 51,300 57,970

22,290 27,880 32,350

22,290 32,350

27,880

（６カ月）

42,230 52,820 61,290 69,720 78,140 78,140 90,890 90,890 97,200 97,200 103,520 109,840 116,160 84,460 90,890 97,200 103,520

42,230 52,820 61,290 69,720 78,140 84,460 84,460 90,890 97,200 103,520 109,840 109,840 78,140 84,460 90,890 97,200

42,230 52,820 61,290 69,720 78,140 84,460 84,460 90,890 97,200 103,520 109,840 69,720 78,140 84,460 90,890

42,230 52,820 61,290 69,720 78,140 78,140 84,460 90,890 97,200 103,520 69,720 69,720 78,140 84,460

42,230 52,820 61,290 69,720 69,720 78,140 84,460 90,890 97,200 61,290 61,290 69,720 84,460

42,230 52,820 61,290 61,290 69,720 78,140 84,460 90,890 52,820 52,820 61,290 78,140

52,820 52,820 61,290 69,720 69,720 78,140 84,460 42,230 52,820 61,290 69,720

42,230 52,820 52,820 61,290 69,720 78,140 52,820 61,290 69,720 78,140

42,230 52,820 61,290 69,720 69,720 61,290 61,290 69,720 84,460

42,230 52,820 61,290 69,720 61,290 69,720 78,140 84,460

42,230 52,820 61,290 69,720 78,140 84,460 90,890

52,820 52,820 78,140 84,460 90,890 97,200

42,230 84,460 90,890 97,200 103,520

90,890 90,890 97,200 109,840

42,230 52,820 61,290

42,230 61,290

52,820

宇野辺

万博記念公園

山田

千里中央

少路

柴原阪大前

(単位：円)

(単位：円)

彩都西

豊川

阪大病院前

公園東口

門真市

大日

南摂津

摂津

沢良宜

南茨木

蛍池

大阪空港

公園東口

阪大病院前

豊川

彩都西

南茨木

沢良宜

摂津

南摂津

大日

門真市

柴原阪大前

少路

千里中央

山田

万博記念公園

宇野辺

公園東口

阪大病院前

豊川

彩都西

大阪空港

蛍池

万博記念公園

宇野辺

南茨木

沢良宜

摂津

南摂津

大阪空港

蛍池

柴原阪大前

少路

千里中央

山田

大日

門真市

定　期　旅　客　運　賃　表　（通　勤・大　人）

(単位：円)
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（１カ月）

3,670 4,580 5,320 6,050 6,780 6,780 7,880 7,880 8,430 8,430 8,980 9,530 10,080 7,330 7,880 8,430 8,980

3,670 4,580 5,320 6,050 6,780 7,330 7,330 7,880 8,430 8,980 9,530 9,530 6,780 7,330 7,880 8,430

3,670 4,580 5,320 6,050 6,780 7,330 7,330 7,880 8,430 8,980 9,530 6,050 6,780 7,330 7,880

3,670 4,580 5,320 6,050 6,780 6,780 7,330 7,880 8,430 8,980 6,050 6,050 6,780 7,330

3,670 4,580 5,320 6,050 6,050 6,780 7,330 7,880 8,430 5,320 5,320 6,050 7,330

3,670 4,580 5,320 5,320 6,050 6,780 7,330 7,880 4,580 4,580 5,320 6,780

4,580 4,580 5,320 6,050 6,050 6,780 7,330 3,670 4,580 5,320 6,050

3,670 4,580 4,580 5,320 6,050 6,780 4,580 5,320 6,050 6,780

3,670 4,580 5,320 6,050 6,050 5,320 5,320 6,050 7,330

3,670 4,580 5,320 6,050 5,320 6,050 6,780 7,330

3,670 4,580 5,320 6,050 6,780 7,330 7,880

4,580 4,580 6,780 7,330 7,880 8,430

3,670 7,330 7,880 8,430 8,980

7,880 7,880 8,430 9,530

3,670 4,580 5,320

3,670 5,320

4,580

（３カ月）

10,460 13,060 15,170 17,250 19,330 19,330 22,460 22,460 24,030 24,030 25,600 27,170 28,730 20,900 22,460 24,030 25,600

10,460 13,060 15,170 17,250 19,330 20,900 20,900 22,460 24,030 25,600 27,170 27,170 19,330 20,900 22,460 24,030

10,460 13,060 15,170 17,250 19,330 20,900 20,900 22,460 24,030 25,600 27,170 17,250 19,330 20,900 22,460

10,460 13,060 15,170 17,250 19,330 19,330 20,900 22,460 24,030 25,600 17,250 17,250 19,330 20,900

10,460 13,060 15,170 17,250 17,250 19,330 20,900 22,460 24,030 15,170 15,170 17,250 20,900

10,460 13,060 15,170 15,170 17,250 19,330 20,900 22,460 13,060 13,060 15,170 19,330

13,060 13,060 15,170 17,250 17,250 19,330 20,900 10,460 13,060 15,170 17,250

10,460 13,060 13,060 15,170 17,250 19,330 13,060 15,170 17,250 19,330

10,460 13,060 15,170 17,250 17,250 15,170 15,170 17,250 20,900

10,460 13,060 15,170 17,250 15,170 17,250 19,330 20,900

10,460 13,060 15,170 17,250 19,330 20,900 22,460

13,060 13,060 19,330 20,900 22,460 24,030

10,460 20,900 22,460 24,030 25,600

22,460 22,460 24,030 27,170

10,460 13,060 15,170

10,460 15,170

13,060

（６カ月）

19,820 24,740 28,730 32,670 36,620 36,620 42,560 42,560 45,530 45,530 48,500 51,470 54,440 39,590 42,560 45,530 48,500

19,820 24,740 28,730 32,670 36,620 39,590 39,590 42,560 45,530 48,500 51,470 51,470 36,620 39,590 42,560 45,530

19,820 24,740 28,730 32,670 36,620 39,590 39,590 42,560 45,530 48,500 51,470 32,670 36,620 39,590 42,560

19,820 24,740 28,730 32,670 36,620 36,620 39,590 42,560 45,530 48,500 32,670 32,670 36,620 39,590

19,820 24,740 28,730 32,670 32,670 36,620 39,590 42,560 45,530 28,730 28,730 32,670 39,590

19,820 24,740 28,730 28,730 32,670 36,620 39,590 42,560 24,740 24,740 28,730 36,620

24,740 24,740 28,730 32,670 32,670 36,620 39,590 19,820 24,740 28,730 32,670

19,820 24,740 24,740 28,730 32,670 36,620 24,740 28,730 32,670 36,620

19,820 24,740 28,730 32,670 32,670 28,730 28,730 32,670 39,590

19,820 24,740 28,730 32,670 28,730 32,670 36,620 39,590

19,820 24,740 28,730 32,670 36,620 39,590 42,560

24,740 24,740 36,620 39,590 42,560 45,530

19,820 39,590 42,560 45,530 48,500

42,560 42,560 45,530 51,470

19,820 24,740 28,730

19,820 28,730

24,740

沢良宜

南茨木

宇野辺

万博記念公園

少路

柴原阪大前

蛍池

大阪空港

彩都西

豊川

阪大病院前

公園東口

門真市

大日

彩都西

豊川

阪大病院前

公園東口

門真市

大日

山田

千里中央

少路

柴原阪大前

蛍池

大阪空港

南摂津

摂津

山田

千里中央

少路

柴原阪大前

蛍池

大阪空港

定　期　旅　客　運　賃　表　（通　学・大　人）

(単位：円)

万博記念公園

(単位：円)

(単位：円)

彩都西

豊川

阪大病院前

公園東口

南摂津

摂津

沢良宜

南茨木

宇野辺

万博記念公園

山田

千里中央

門真市

大日

南摂津

摂津

沢良宜

南茨木

宇野辺



59 

 

 

別表第 4 号 

 

                                         

大
　

人

1
カ

月
日

割
額

3
カ

月
日

割
額

6
カ

月
日

割
額

1
カ

月
日

割
額

3
カ

月
日

割
額

6
カ

月
日

割
額

(
k
m
)

(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)

１
～

2
ま

で
2
0
0

7
,
8
2
0

2
6
1

2
2
,
2
9
0

2
4
8

4
2
,
2
3
0

2
3
5

3
,
6
7
0

1
2
3

1
0
,
4
6
0

1
1
7

1
9
,
8
2
0

1
1
1

3
～

4
ま

で
2
5
0

9
,
7
8
0

3
2
6

2
7
,
8
8
0

3
1
0

5
2
,
8
2
0

2
9
4

4
,
5
8
0

1
5
3

1
3
,
0
6
0

1
4
6

2
4
,
7
4
0

1
3
8

5
～

6
ま

で
2
9
0

1
1
,
3
5
0

3
7
9

3
2
,
3
5
0

3
6
0

6
1
,
2
9
0

3
4
1

5
,
3
2
0

1
7
8

1
5
,
1
7
0

1
6
9

2
8
,
7
3
0

1
6
0

7
～

8
ま

で
3
4
0

1
2
,
9
1
0

4
3
1

3
6
,
8
0
0

4
0
9

6
9
,
7
2
0

3
8
8

6
,
0
5
0

2
0
2

1
7
,
2
5
0

1
9
2

3
2
,
6
7
0

1
8
2

9
～

1
0
ま

で
3
8
0

1
4
,
4
7
0

4
8
3

4
1
,
2
4
0

4
5
9

7
8
,
1
4
0

4
3
5

6
,
7
8
0

2
2
6

1
9
,
3
3
0

2
1
5

3
6
,
6
2
0

2
0
4

1
1
～

1
2
ま

で
4
1
0

1
5
,
6
4
0

5
2
2

4
4
,
5
8
0

4
9
6

8
4
,
4
6
0

4
7
0

7
,
3
3
0

2
4
5

2
0
,
9
0
0

2
3
3

3
9
,
5
9
0

2
2
0

1
3
～

1
4
ま

で
4
4
0

1
6
,
8
3
0

5
6
1

4
7
,
9
7
0

5
3
3

9
0
,
8
9
0

5
0
5

7
,
8
8
0

2
6
3

2
2
,
4
6
0

2
5
0

4
2
,
5
6
0

2
3
7

1
5
～

1
6
ま

で
4
7
0

1
8
,
0
0
0

6
0
0

5
1
,
3
0
0

5
7
0

9
7
,
2
0
0

5
4
0

8
,
4
3
0

2
8
1

2
4
,
0
3
0

2
6
7

4
5
,
5
3
0

2
5
3

1
7
～

1
8
ま

で
5
0
0

1
9
,
1
7
0

6
3
9

5
4
,
6
4
0

6
0
8

1
0
3
,
5
2
0

5
7
6

8
,
9
8
0

3
0
0

2
5
,
6
0
0

2
8
5

4
8
,
5
0
0

2
7
0

1
9
～

2
0
ま

で
5
0
0

2
0
,
3
4
0

6
7
8

5
7
,
9
7
0

6
4
5

1
0
9
,
8
4
0

6
1
1

9
,
5
3
0

3
1
8

2
7
,
1
7
0

3
0
2

5
1
,
4
7
0

2
8
6

2
1
～

2
2
ま

で
5
0
0

2
1
,
5
1
0

7
1
7

6
1
,
3
1
0

6
8
2

1
1
6
,
1
6
0

6
4
6

1
0
,
0
8
0

3
3
6

2
8
,
7
3
0

3
2
0

5
4
,
4
4
0

3
0
3

小
　

児

1
カ

月
日

割
額

3
カ

月
日

割
額

6
カ

月
日

割
額

1
カ

月
日

割
額

3
カ

月
日

割
額

6
カ

月
日

割
額

(
k
m
)

(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)
(
円

)

１
～

2
ま

で
1
0
0

3
,
9
1
0

1
3
1

1
1
,
1
5
0

1
2
4

2
1
,
1
2
0

1
1
8

1
,
8
4
0

6
2

5
,
2
3
0

5
9

9
,
9
1
0

5
6

3
～

4
ま

で
1
3
0

4
,
8
9
0

1
6
3

1
3
,
9
4
0

1
5
5

2
6
,
4
1
0

1
4
7

2
,
2
9
0

7
7

6
,
5
3
0

7
3

1
2
,
3
7
0

6
9

5
～

6
ま

で
1
5
0

5
,
6
8
0

1
9
0

1
6
,
1
8
0

1
8
0

3
0
,
6
5
0

1
7
1

2
,
6
6
0

8
9

7
,
5
9
0

8
5

1
4
,
3
7
0

8
0

7
～

8
ま

で
1
7
0

6
,
4
6
0

2
1
6

1
8
,
4
0
0

2
0
5

3
4
,
8
6
0

1
9
4

3
,
0
3
0

1
0
1

8
,
6
3
0

9
6

1
6
,
3
4
0

9
1

9
～

1
0
ま

で
1
9
0

7
,
2
4
0

2
4
2

2
0
,
6
2
0

2
3
0

3
9
,
0
7
0

2
1
8

3
,
3
9
0

1
1
3

9
,
6
7
0

1
0
8

1
8
,
3
1
0

1
0
2

1
1
～

1
2
ま

で
2
1
0

7
,
8
2
0

2
6
1

2
2
,
2
9
0

2
4
8

4
2
,
2
3
0

2
3
5

3
,
6
7
0

1
2
3

1
0
,
4
5
0

1
1
7

1
9
,
8
0
0

1
1
0

1
3
～

1
4
ま

で
2
2
0

8
,
4
2
0

2
8
1

2
3
,
9
9
0

2
6
7

4
5
,
4
5
0

2
5
3

3
,
9
4
0

1
3
2

1
1
,
2
3
0

1
2
5

2
1
,
2
8
0

1
1
9

1
5
～

1
6
ま

で
2
4
0

9
,
0
0
0

3
0
0

2
5
,
6
5
0

2
8
5

4
8
,
6
0
0

2
7
0

4
,
2
2
0

1
4
1

1
2
,
0
2
0

1
3
4

2
2
,
7
7
0

1
2
7

1
7
～

1
8
ま

で
2
5
0

9
,
5
9
0

3
2
0

2
7
,
3
2
0

3
0
4

5
1
,
7
6
0

2
8
8

4
,
4
9
0

1
5
0

1
2
,
8
0
0

1
4
3

2
4
,
2
5
0

1
3
5

1
9
～

2
0
ま

で
2
5
0

1
0
,
1
7
0

3
3
9

2
8
,
9
9
0

3
2
3

5
4
,
9
2
0

3
0
6

4
,
7
7
0

1
5
9

1
3
,
5
9
0

1
5
1

2
5
,
7
4
0

1
4
3

2
1
～

2
2
ま

で
2
5
0

1
0
,
7
6
0

3
5
9

3
0
,
6
6
0

3
4
1

5
8
,
0
8
0

3
2
3

5
,
0
4
0

1
6
8

1
4
,
3
7
0

1
6
0

2
7
,
2
2
0

1
5
2

定
　

期
　

旅
　

客
　

運
　

賃
　

日
　

割
　

額
　

表

通
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
勤

通
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
学

通
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
学

通
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
勤

普
通

運
賃

営
業

キ
ロ

程

普
通

運
賃

営
業

キ
ロ

程



60 

 

 

別表第 5 号 

 



61 

 

 
 



62 

 

 
 



63 

 

 
 



64 

 

 
 



65 

 

 

 


